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はじめに 

このマニュアルは、eclipse 3.2 のインストールと Java アプリケーションの作成・実行・デバッグ

方法について記述しています。 

【対象読者】 
初めて eclipse を利用した Java アプリケーション開発を行う方を対象としています。 

【構成】 
次に示す 7 つの章から構成されています。 
第１章 概要 

機能概要、このマニュアルの位置付け、範囲について説明しています。 
第２章 前提条件 

eclipse3.2 を使用する際に必要な前提条件について説明しています。 
第３章 インストール 

JDK と eclipse のインストールについて説明します。 
第４章 起動と終了 

eclipse の起動･終了方法について説明しています。 
第５章 Java アプリケーションの開発 

Java アプリケーションの開発･実行方法について説明しています。 
第６章 Java アプリケーションのデバッグ 

5 章で作成した Java アプリケーションのデバッグ方法について説明しています。 
第７章 アンインストール 

アンインストール方法について説明しています。 

【マニュアル中の表記】 
次に示す表現を使っています。 

 

表記方法 意味 
［×××××］ 画面名、ボタン名、メニュー名、アイコン名を示します。 
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概要 
 

1. 概要 

この章では、eclipse の概要 、及び本マニュアルの位置付けについて説明します。 
 
 
 

1.1 eclipseとは .................................................................................................................................. 1-2 
1.2 マニュアルの位置付けと範囲 ...................................................................................................... 1-3 
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概要 

1.1  eclipse とは 

eclipse とは、多機能かつ拡張可能なオープンソースの統合開発環境（IDE）です。当初、米 IBM/OTI
（Object Technology International）が自社の IDE である WebSphere Studio の新バージョン向け

に開発していたものが、2001 年 11 月に eclipse.org(http://www.eclipse.org)でオープンソース化さ

れたものです。現在は IBM を中心に Borland、HP、富士通、日立など多くのベンダがボードメン

バーとして名を連ねており、多くの開発者によって開発が継続されています。また、ニュースグルー

プやメーリングリストでは日々活発に情報交換がされています。2006 年 8 月現在の最新版は eclipse 
3.2 です。 

 
eclipseは、Java開発環境の JDT(JavaDevelopment Toolkit)、プラグイン開発環境のPDE(Plug-in 

Developer Environment)を提供しています。プラットフォームは任意のツールに対するオープンな

拡張可能 IDE であり、プラグインを発見し、統合し、実行するためのメカニズムに基づいて構築さ

れています。JDT と PDE はプラットフォームに対するプラグインです。 
 
eclipse の最大の特徴は、プラグインを追加することで多くの機能を拡張できる点にあります。標

準でも Java のコーディング機能や専用エディタ、デバッグ機能など Java での開発を支援する JDT
の機能以外に、CVS、JUnit、Ant 等との連携をサポートする機能が含まれています。現在ツールベ

ンダなどから様々なフリーの (一部商用のものもあります )プラグインが提供されており

(http://eclipse-plugins.2y.net/eclipse/index.jsp（2006 年 8 月 現在）)、利用者は必要なプラグイン

を組み合わせて利用することが可能です。また eclipse のプラグイン開発環境を用いて必要であれば

自分でプラグインを作成することもできます。 
 
このように eclipse はシームレスな作業環境を提供するため、今までのように複数ツールを併用す

る必要がなくなり開発生産性の向上が期待できると言えます。 
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1.2 マニュアルの位置付けと範囲 

本マニュアルでは、Windows 上で実行される eclipse の環境構築方法と、Java アプリケーション

の開発・デバッグ方法を紹介します。 
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前提 
 

2. 前提 

この章では、本マニュアルの前提条件について説明します。 
 
 
 

2.1 前提条件 ...................................................................................................................................... 2-2 
2.2 インストール環境........................................................................................................................ 2-3 
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2.1 前提条件 

2.1.1 ハードウェア 
eclipse 3.2 の稼動条件に従います。 

 

2.1.2 ソフトウェア 
 

以下に示すソフトウェアがインストール済みであることが前提条件です｡ 

(1) オペレーティングシステム 

Windows XP SP2 (2006 年 8 月現在) 
(その他の OS については、eclipse 3.2 の稼動条件に従います) 

 

(2) その他 

eclipse 3.2 を稼動させるためには、Sun Microsystems 社が開発、配布している、Java の実

行環境である JDK がインストールされている必要があります。インストール方法、環境設定に

ついては第 3 章を参照してください。 
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2.2 インストール環境 

本マニュアルでは以下のインストール環境を前提にしています。 
 

・ モジュール 
 

JDK：  jdk-1_5_0_07-windows-i586-p.exe 
eclipseSDK： eclipse-SDK-3.2-win32.zip 
国際化モジュール： NLpack1-eclipse-SDK-3.2-win32.zip 

 
・ インストール先 

 

JDK：  C:¥Program Files¥Java¥jdk1.5.0_07 
eclipse：  C:¥usr¥local¥eclipse 

 
・ 環境変数 

 

JAVA_HOME=C:¥Program Files¥Java¥jdk1.5.0_07 
PATH=%JAVA_HOME%¥bin 

（%JAVA_HOME%¥bin は PATH の先頭に設定することを推奨します） 
 

前提 2-3



前提 

 

前提 2-4





インストール 

引き続き J2SE Runtime Environment のインストールウィザードが起動されます。 
インストールする機能とインストール先を指定し、[次へ]をクリックします。本ドキュメントでは

デフォルトの設定のままで進めます。 

Fig. 3-3 カスタムセットアップ 

 

 

使用するブラウザにチェックをいれ、[次へ]をクリックします。 

Fig. 3-4 ブラウザの登録 
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J2SE Runtime Environment のインストールが開始されます。 
インストールの完了後、完了を示す画面が開きます。画面の[完了]をクリックします。 
再起動の指示が出た場合は、[はい]をクリックして再起動を行います。 

Fig. 3-5 インストールの完了 

 

 

3.1.2 インストール後の設定 

(1) システム環境変数「JAVA_HOME」の追加 

エクスプローラより[マイ コンピュータ]を右クリックし、[プロパティ]を選択します。 
表示されるシステムのプロパティ画面の[詳細設定]タブを選択し、[環境変数]ボタンをクリック

します。 

環境変数画面の下側にあるシステム環境変数の[新規]ボタンをクリックし、以下のように設定し

ます。 

 

変数名：JAVA_HOME 
変数値：C:¥Program Files¥Java¥jdk1.5.0_07 

 

Fig. 3-6 新しいシステム変数「JAVA_HOME」の設定 
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(2) システム環境変数「Path」の編集 

「(1)システム環境変数「JAVA_HOME」の追加」と同様に環境変数画面を開き、システム環境変

数の一覧の「Path」を編集します。「Path」選択した状態で[編集]ボタンをクリックして、以下の

変数値を先頭に追加します。 
 

変数名：Path 
変数値：%JAVA_HOME%¥bin 

 

Fig. 3-7 既存のシステム変数「Path」の編集 
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3.2 eclipse のインストール 

3.2.1 インストール 
eclipseの公式サイト（http://www.eclipse.org/） よりeclipse3.2 SDK(eclipse-SDK-3.2-win32 

.zip)をダウンロードします。ダウンロードした ZIP ファイルを任意の場所で解凍します。本マニュ

アルでは「C:¥usr¥local」下に解凍します。 
次に、eclipse 上のメッセージなどを日本語化する、国際化モジュールをインストールします。

eclipse3.2 SDK と同様に eclipse の公式サイトから eclipse3.2 SDK 対応の国際化モジュール

（NLpack1-eclipse-SDK-3.2-win32.zip）をダウンロードします。国際化モジュールの ZIP ファイル

を解凍後、eclipse フォルダ内にある plugins、features フォルダを「C:¥usr¥local¥eclipse」配下

の plugins、features に上書きコピーします。以上でインストールは完了です。 

Tab. 3-1 ダウンロード先 URL の詳細(2006 年 8 月 現在) 

ファイル名 URL 

eclipse-SDK-3.2-win32.zip http://download.eclipse.org/eclipse/downloads/drops/
R-3.2-200606291905/index.php 

NLpack1-eclipse-SDK-3.2-win32.zip http://download3.eclipse.org/eclipse/downloads/drops/
L-3.2_Language_Packs-200607121700/index.php 

 

3.2.2 eclipse の起動 
eclipse は eclipse.exe をダブルクリックすることで起動できます。また、コンソールから以下のよ

うにして起動することもできます。 
 

> C:\usr\local\eclipse\eclipse.exe 

 
起動時にワークスペースの選択画面が表示されます。ワークスペースを設定し、[OK]ボタンをク

リックします。本ドキュメントでは、ワークスペースとして「C:¥usr¥local¥eclipse¥workspace」
を設定します。なお、[この選択をデフォルトとして使用し、今後この質問を表示しない]にチェック

を付けた場合、今後起動時にこの画面は表示されません。 

Fig. 3-8 ワークスペース・ランチャー 
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インストール 

Fig. 3-9 のような画面が表示されたら、インストールは成功です。 

Fig. 3-9 ようこそ画面 

 

3.2.3 インストール後の設定 

(1) クラスパスエントリの設定 

eclipse を起動し、ツールバーメニューの[ウィンドウ]－[設定]から設定画面を開きます。左ペイン

より[Java]－[ビルド・パス]を選択し、新規プロジェクトの作成時のデフォルトに使用するビルド・

パス･エントリを指定します。本ドキュメントでは[フォルダー]を選択します。[ソースフォルダー名]
が「src」、[出力フォルダー名]が「bin」であることを確認後、[適用]をクリックします。 

Fig. 3-10 ビルドパスエントリ設定画面 
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(2) JRE の設定 

(a) JRE の追加 
「3.1 JDK のインストール」でインストールした JDK を登録します。ツールバーメニューの

[ウィンドウ]－[設定]から設定画面を開きます。左ペインより[Java]－[インストール済みの

JRE]を選択します。インストール済みの JRE 画面の[追加]をクリックします。 

Fig. 3-11 インストール済みの JRE 画面 

 

 

[JRE のホーム・ディレクトリ]に「C:¥Program Files¥Java¥jdk1.5.0_07」を設定し、[OK]
ボタンをクリックします。[JRE 名]は[JRE のホーム・ディレクトリ]設定時に自動的に設定され

ますが、必要に応じて任意の名前に変更してください。 

Fig. 3-12 JRE の追加 
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[インストール済みの JRE]の一覧に、登録した JDK が追加されます。登録した JDK のチェッ

クボックスを入れ、[OK]ボタンをクリックします。 
 

(b) コンパイラー準拠レベルの設定 
コンパイラー準拠レベルの設定を行います。ツールバーメニューの[ウィンドウ]－[設定]から

設定画面を開きます。左ペインより[Java]－[コンパイラー]を選択します。 
[コンパイラー準拠]レベルが「5.0」であることを確認し、[適用]ボタンをクリックします。 

Fig. 3-13 コンパイラー準拠レベルの設定 

 

 

フル・ビルドを促す画面が表示されます。今回はビルドの対象は無いため、[いいえ]をクリッ

クします。 

Fig. 3-14 確認画面 

 

 
● コンパイルオプションに関する補足 

Fig. 3-13 でコンパイルオプションを操作することで、生成するクラスのバージョンを指定す

ることができます。 
[デフォルトの準拠設定の使用]にチェックが付いている場合、eclipse におけるデフォルトの

設定が利用されます。デフォルト値はグレイアウトした[JDK 準拠]オプショングループ (Fig. 
3-15 の赤色で囲んだ箇所)で確認することができます。 
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Fig. 3-15 デフォルト値の表示箇所 

 

 

 
また、[デフォルトの準拠設定の使用]にチェックが付いていない場合、[コンパイラー準拠レ

ベル]は無効になり、[生成された.class ファイルの互換性]と[ソースの互換性]で指定したバー

ジョンが有効になります。[生成された.class ファイルの互換性]と[ソースの互換性]は、それ

ぞれ Tab. 3-2 に示す javac コンパイルオプションに対応します。 

Tab. 3-2 eclipse のコンパイラー設定画面と javac のコンパイルオプション 

# 設定項目 javac の 
コンパイル 
オプション 

コンパイル 
オプションの意味 

1 生成された 

.class ファイルの 

互換性 

-target ver ver で指定されたバージョン以降の VM 上で実

行可能なクラスファイルを生成します。ver には

次の値を指定できます。 
 
・ 1.1  
JDK1.1 以降の VM で実行可能なクラスファイ

ルを生成します。 
 
・ 1.2  
JDK1.2 以降の VM で実行可能なクラスファイ

ルを生成します。 
 
・ 1.3  
JDK1.3 以降の VM で実行可能なクラスファイ

ルを生成します。 
 
・ 1.4  
JDK1.4 以降の VM で実行可能なクラスファイ

ルを生成します。 
 
・ 5(1.5) 
JDK5.0 以降の VM で実行可能なクラスファイ

ルを生成します。 
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# 設定項目 javac の 
コンパイル 
オプション 

コンパイル 
オプションの意味 

2 ソースの互換性 -source ver コンパイル対象とする、ソースコードのバー

ジョンを指定します。ver には次の値を指定でき

ます。 
 
・ 1.3  
JDK 1.3 以降に導入されたアサーション、アノ

テーション、他言語サポート機能機能をソース

コードに含む場合コンパイル時にエラーを出力

します。 
 
・ 1.4  
JDK 1.4 で導入された、アサーションを含む

ソースコードはコンパイルで受け付けますが、

JDK1.5 以降に導入されたアノテーション、多言

語機能をソースに含む場合、コンパイル時にエ

ラーを出力します。 
 
・ 5（1.5） 
JDK 5.0 で導入されたアノテーション、他言語

機能を含むソースコードをコンパイルで受け付

けます。 

 
Tab. 3-3 にコンパイラー設定画面のコンパイルオプションの組み合わせで生成されるクラス

のバージョンを示します。 

Tab. 3-3 コンパイルオプションの組み合わせで生成されるクラスのバージョン 

組み合わせ可能なバージョン # 
生成された.class 

ファイルの互換性 
ソースの 

互換性 

実行可能な 
VM の 

バージョン 

組み合わせが同じになる 
デフォルトコンパイルオプション

1 5.0 5.0 5.0 以上 JDK5.0 のデフォルトコンパイル

オプションと同じ。 
2 5.0 1.4 5.0 以上 － 
3 5.0 1.3 5.0 以上 － 
4 1.4 1.4 1.4 以上 － 
5 1.4 1.3 1.4 以上 － 
6 1.3 1.3 1.3 以上 － 
7 1.2 1.3 1.2 以上 JDK1.4 のデフォルトコンパイル

オプションと同じ。 
8 1.1 1.3 1.1 以上 JDK1.3 のデフォルトコンパイル

オプションと同じ。 

［注意］eclipse3.2 よりコンパイルオプションとして「6.0」が指定可能ですが、2006 年 8 月現在ではJDK6.0
が正式にリリースされていないため選択しても使用できません。
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